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1.はじめに 大深度地下の公共的使用に関する特別措置法によ

れば，大深度地下の定義は：1) 地下室の建設のための利用が通

常行われない深さ（地下 40m 以深）；2) 建築物の基礎の設置のた

めの利用が通常行われない深さ（支持地盤上面から 10m 以深），

とある 1)．大深度地下使用法の対象地域について，人口の集中度

などが勘案され，政令で定める地域とされており，首都圏，近畿

圏および中部圏の一部区域が指定されている 2)．陶野は，大深度

地下開発と地下環境の関係について，1990 年にはその重要性を

述べていた 3)．以上のような定義に照らした佐賀低平地の大深度

地下は，地質学と資源学によって検討されることはあ

っても，地盤工学上のメスが入れられたことはなかっ

た．この課題解決の端緒として，本報ではデータのア

ーカイブとその評価に関する基礎的検討を行った． 

2.アーカイブデータの内容 さく井時に得られる柱

状図群を始め，第四系の再記載 4)に関する柱状図群，

佐賀平野北縁断層帯付近の重力ブーゲー異常の急変帯 5)，第四

系基盤の等深度線図 6)，有明海沿岸道路（大川佐賀道路）の柱状

図群および地域高規格道路（佐賀道路）の柱状図群をアーカイ

ブの対象とした．アーカイブのベースとして，Google Earth Pro・

7.3.2.5776（64-bit）を用いた． 

3.柱状図群のアーカイブ 図-1 に，さく井時の柱状図群の位置

を示す．同柱状図群の内容は，全て同一のさく井技能士からな

る．深さ 50m 未満を青，深さ 50m～100m を黄，深さ 100m 以上

を赤に区分してアーカイブした．収集した柱状図群が得られた

年代は最新のものでも 1980 年であり，今日の緯度・経度と異なる．旧地図に基づいて掘削位置を確認するこ

とで，今日の緯度・経度に整合させた．また，さく井時の柱状図群には標高も記されていなかった．国土地

理院の地理院地図から現在の標高を割り出し，この標高に地盤沈下量の累計を足すことによって調査時点の

標高とした．表-1 に，収集した柱状図群の数量を示す．図-2 に，第四系の再記載 4)に関する柱状図群の位置

を示す．深さ別の色の区分はさく井時の柱状図群のときと同様である． 

4.重力ブーゲー異常と第四系基盤のアーカイブ 図-3 に，重力ブーゲー異常の急変帯（白線内）5)と第四系

基盤の等深度線（各カラー線）6)を投影させた結果を示す．重力ブーゲー異常は，参考文献 5)の場合短波長

（>100km）が用いられており，同結果に基づいて未固結の地層からなる第四系の層厚を推定できること，急

変帯ほど地下の密度分布に差が生じ断層の発見に繋がること，などのように理解される．第四系基盤の深さ

6)について，深さ 100m（青），深さ 200m（緑），深さ 300m（黄），深さ 400m（ピンク）および深さ 500m（紫）

の線群からなるコンターとして投影した． 

5.考察 表-2 の調査地点の間隔 7)に基づいて，200m 以内に近接する第四系の再記載 5)に関する柱状図などと

 
図-2 第四系の再記載 4)に関する柱状図の

   分布 

 
図-1 さく井時の柱状図の分布 

表-1 収集した柱状図群の数量 
 さく井時の  

柱状図群  
第四系再記載時

の柱状図群  
計

深さ 50m 以下  65 25 90

深 さ 50m ～
100m

71 27 98

深さ 100m 以上 13 6 19

計  149 58 207
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さく井時の柱状図を抽出して対比した．この条件に沿う 12 組の

データが得られた．図-4 にその一例を示す．同図（b）に認められ

るように，さく井時の柱状図ほど記事が定性化する．T.P.-26.15m

～-29.15m の「白軽石入り白砂」の記事に注目し，同図（a）にお

ける T.P.-23.19m～-27.49m の「火山灰質砂」，すなわち今日の「阿

蘇-4 火砕流堆積物（(d)Aso-4）（d：旧洪積層）」に相当するとみな

した．12 組のデータの対比の結果，両柱状図における(d)Aso-4 下

面のずれは最大 4m 程度であった．層厚の差は 3m 程度であった．

(d)Aso-4 は今日でも上位の二次堆積物（今日の「三田川層（(d)M）」）

まで含められて区分される場合が少なくない．本体と二次堆積物

の区分は N 値に基づいており，N 値が 20 程度かこれ以

上に相当する部分を本体として区分するようにしてい

る．さく井時の柱状図には，実際の掘削深さと地表に送

られ柱状図記録に供される掘削水との間に時間差が生

じ，さく井技能士の観察のタイミングも相まって，地層区分

の深さにずれを伴っている可能性が考えられる．これらのこ

とにも留意することで，地下水揚水井における(d)Aso-4 の判

別は可能といえる．さらに，(d)Aso-4 上面の標高を平面的に検

討すると，場所によっては大きな段差の存在がうかがえるこ

ともわかった．図-3 より，佐賀低平地の北部における重力ブ

ーゲー異常の急変帯は，佐賀平野北縁断層帯として公表され

ている 5)．同地の南部でも急変帯が認められているが，断層は

特定されていない．ところが，データのアーカイブの過程で

大町断層の存在がわかってきた 8),9)．同断層の存在は 1970 年

には知られていて 8)，約 300m の落差を持つ南落ちの断層と記

されている．さらに第四系基盤の等深度線 6)を重ねることで，

南部の急変帯の内側に等深度線が入り込み，約 200m の南東

落ちであることもうかがえる．これらのことから，佐賀低平

地の南部における重力ブーゲー異常の急変帯においても，今

後断層の存在が認められる可能性がある．佐賀低平地における第四系基盤の等深度線は，窪地の地形を示し

ている．同地における主たる地下水の取水源は第四系中の砂礫層に求められており，同地下水質について検

討を重ねる上で地下ダム的な機能の存在などを考慮することで，新たな見解が得られる可能性がある． 

6.おわりに 本検討で得られた知見を要約すると，次のとおりである：1) さく井時の柱状図において，表層

から最初の深さに現れる「白軽石入り白砂」の記事を「阿蘇-4 火砕流堆積物（(d)Aso-4）」とみなせる可能性

を示した；2) または，「軽石」の記載を(d)Aso-4 とみなせる可能性もある；3) 佐賀低平地の南部における重

力ブーゲー異常の急変帯には，大町断層に連なる断層の存在が示唆される；4) 第四系の基盤は佐賀低平地の

南東部で窪地状を呈し，最大深さは 500m を超える． 
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図-4 第四系の再記載に関する柱状図と 
   さく井時の柱状図の対比 
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表-2 調査地点の間隔 7) 
工事の種類 均質な土層 普通の土層  不規則な土層

道路・鉄道 500m 200m 50m

土取場  150m～300m 50m～150m 15m～50m
高層建築物 50m 30m 15m

 
図-3 重力ブーゲー異常の急変帯（白線

内）と第四系基盤の等深度線の投影（各

カラー線）（参考文献 5)と 6)に基づく） 
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